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 「割ピン」は写真のようにして使う。裏面で「割っ

た」あと、少し「木づち」や「びんの底」などれ、軽

く叩くと良い。そのあと、テープで円盤部に固定して

しまうのも良いだろう。「割ピン」は現在、ほとんど

見かけなくなった「絶滅危惧文具」の一つだが、私が

子どもの頃は、「子ども雑誌のふろく」の「定番部品」

の一つだったように思う。実は穴あけパンチで穴をあ

けた書類を綴じるのにも便利だ。 

 

 これが完成した「月の形・向き・時刻・位置を一発

で表示する早見盤」である。１８時（夕方）に合わせ

てみた様子だ。満月だと「東の空に昇ってきたところ」、

半月（上弦）だと「南中」、三日月は「南西の空に傾

く」、新月と太陽は「西に沈む」とわかる。 

 

 時刻を進めるには、円盤を「時計回り」に回転させ

ればよい。これは視覚的にも、実際の天体の動きと同

じである。図は満月が昇った時刻から６時間後の０時

（深夜）を示した様子だ。満月は南中し、半月（上弦）

は沈んでいる。大切なことは、満月の表面の模様（地

形）も、時刻とともに向きが変化していることだ。 

この「早見盤」では、「月の方位や高度」だけでな

く、「月の向き」もある程度わかるという特徴がある。

尚、「月の出」「月の入り」がわかりやすいように、地

平線の位置は、少し下に下げてある。これも試作品か

らの改良点の一つだ。 

 

 更に６時間進めて、午前６時（朝）にしてみた。満

月は沈み、半月（下弦）が南中している。「下弦の月

は午前中に観察可能」ということもわかる。 

 完成してみれば、馬鹿みたいに単純な教材だ。しか

しこれを作る教材研究の過程が「教師の探究力」を少

し高めたように思う。これはいずれ４年生と６年生の

授業で使ってみたいと思っている。 


